























8･ 競合する異方性をもつ反強磁性体混晶 Fe(卜 ∬)CoJC12の磁性
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面を容易面として持っ o 従って･FeC12とCoC12の混晶中では･Fe2+スピンの-軸性の異方性と
co2十 スピンの容易面型の異方性が競合することにな｡, -Fe(1-3)CoxCl2･2坊0の場合 (-
軸性の異方性同志が競合 している)とは違 った型の異方性の競合であり,興味が持たれる｡
§3. 実験方法
1) 単結晶作成 :無水の-FeC12とCoC12とを濃度(項こ応じた分だけ石英管 (径 15-18¢,長
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§4.実験結果と考察
_Figs,1,2にェ- 0.354と0.264に対する帯磁率の温度依存性を示す｡_Fig.1では温度を










る (003), (lo†)磁気反射の強度の温度依存性を示した｡ここで (003) 反射はもっぱら
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性相は各々･FeC12とCoC12と全く同じスピン構造を持つことも分かった〇･Fig･4 を見ると
スピンの C面内成分に対応する (003) 反射の強度が温度の上昇とともにだらだらと減少して
おり,帯磁率の結果とともに低温側の転移点が多少ぼやけていることを示している｡ Fig.6
に∬-0.315の粉末試料に対する5.4K(OA四 日)と80K (常磁性相)のパウダーパターンを
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